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P1
理論【交流回路】14.正弦波交流

◼ HW(H27 問10)



P2
理論【交流回路】14.正弦波交流
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P3
理論【交流回路】14.正弦波交流
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P4
理論【交流回路】14.正弦波交流

◼ HW(H27 問10)



P5
理論【交流回路】14.正弦波交流

◼ 交流・・・大きさや向きが周期的に変化する電流

20Ω

𝑣

𝑣[V]

0
𝑡[s]交流電源

正弦波周期:𝑇

最大値：𝑉𝑚
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P6
理論【交流回路】14.正弦波交流
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P7
理論【交流回路】14.正弦波交流
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P8
理論【交流回路】14.正弦波交流
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𝑣1 = 𝑉𝑚sin𝜔𝑡
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【位相と位相差】

𝑣2 = 𝑉𝑚sin 𝜔𝑡 −
𝜋

3
𝑣3 = 𝑉𝑚sin 𝜔𝑡 +

𝜋

3

→ 𝑣1より 進んでいる。
𝜋

3
→ 𝑣1より 遅れている。

𝜋

3

𝜋

3
−
𝜋

3

𝑣2(遅れ)

𝑣3(進み)

60°

60°



P9
理論【交流回路】14.正弦波交流
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【同相】

𝑣1と𝑣2は同相である
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P10
理論【交流回路】14.正弦波交流
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【例題】

10Ω

交流電源

𝑣 = 100 2sin𝜔𝑡
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𝑖 = 10 2sin𝜔𝑡

𝑣と𝑖は同相である



P11
理論【交流回路】14.正弦波交流

◼ HW(H21)

ある回路に、𝑖 = 4 2sin120𝜋𝑡[A]の電流が流れている。この電流の

瞬時値が、時刻𝑡 = 0[s]以降に初めて4[A]となるのは、時刻𝑡 = 𝑡1[s]

である。𝑡1[s]の値として、正しいのは次のうちどれか。
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